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以下に長単位の動詞の頻度リストを作成した手順を説明する。作業は CPU Intel Xeon 6-






ず、Web 上からダウンロードした論文等データはすべて PDF 形式であるので、PDF
データから書かれている文章のテキストデータを抜き出す処理を行なった。この処理
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表 1 大阪大学科学技術分野博士論文本文データ 107例 (計約 450万字)から抽出した動詞



































表 2 大阪産業技術研究所研究技術報告文 486例（計約 35万字）から抽出した動詞頻度表
(基本語彙を除く頻度上位 30語まで) (堀一成 作成)
科学研究費基盤研究 (C) 課題番号:16K01016研究成果報告書より転載
長単位動詞 長単位頻度
得る 208
測定する 172
異なる 126
利用する 116
発生する 107
紹介する 102
使用する 90
優れる 73
変化する 72
存在する 61
応ずる 60
作製する 60
有する 57
増加する 57
生じる 57
表わす 52
形成する 51
生ずる 51
及ぼす 47
対応する 47
分析する 46
伴う 43
導入する 43
評価する 43
溶解する 40
低下する 40
算出する 38
照射する 37
測定出来る 37
腐食する 36
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